
 

 

 （別 紙１） 

 

よんでんＣＳＲレポート２００８（主な掲載内容） 

    

 ■ トップメッセージ 

    社会との信頼の絆を強めるための当社の考え、姿勢。 

■ よんでんグループの目指す姿 

   ２０１０年に向け目指すべき企業グループ像やその実現に向けた重点的な取 

り組み。 

■ よんでんのＣＳＲ 

   当社が果たすべきＣＳＲの基本方針や重点課題、および推進体制。 

 

 特 集  

 

□ 伊方発電所３０周年記念特集 

１９７７年に運転を開始した伊方発電所は、皆さまのご理解・ご支援をいただ

きながら、２００７年９月に満３０年を迎えることができました。 

 

□ ＬＮＧ（液化天然ガス）導入に向けた取り組み 

     坂出ＬＮＧ基地や発電所での導入工事等の進捗状況を掲載しました。 

 

□ 社長が全事業所を回り、懇談 

活力ある風通しの良い職場を目指し、社長が全事業所を訪問しました。 

 

 

 ＣＳＲ活動の７つの柱  

 

Ⅰ．電力の安定供給の遂行 

   ○安定供給に向けた電源計画・燃料調達 

   ○火力発電の取り組み 

   ○原子力発電の取り組み 

   ・耐震安全性評価についての進捗状況 

   ○水力発電の取り組み 

○電力輸送に係わる取り組み 

   ○技術の維持・向上 

   ○防災対策（東南海・南海地震への対応） 



 

 

 Ⅱ．コンプライアンスの推進 

   ○コンプライアンス（法令遵守・企業倫理の徹底）の推進 

   ○個人情報保護の徹底、情報システムセキュリティの確保 

   ○調達活動におけるＣＳＲの取り組み 

    ・２００７年度グリーン購入率７０％ 

   ○発電設備の点検・調査結果およびそれを踏まえた取り組み 

    ・具体的な行動計画の実施状況 

 

Ⅲ．環境保全活動の推進  

   ○環境方針 

   ○事業活動と環境のかかわり 

・お客さまに電気をお届けするまでのインプット（燃料や環境保全用資材など）

とアウトプット（ＣＯ2や廃棄物など）を定量的に記載 

   ○環境保全の目標と実績 

・よんでん環境方針で定める環境管理目標（ＣＯ2排出原単位や廃棄物の有効利用

率など）について、実績を対比しその評価を記載 

   ○地球温暖化問題への取り組み 

○地域環境保全への取り組み 

   ○循環型社会形成に向けた取り組み 

    ・２００７年度廃棄物有効利用率９９.６％ 

○環境管理の推進、グループ大での環境管理 

   ○環境コミュニケーションの推進 

    ・環境月間の取り組み 

 

Ⅳ．開かれた経営の実践 

   ○コーポレートガバナンス、内部統制、リスク管理の充実・強化 

    ・「財務報告に係る内部統制報告制度」への対応状況 

    ・「リスク管理規程」を制定 

   ○情報開示の徹底 

    ・愛媛原子力総合対策室の設置 

・新潟県中越沖地震を受けた当社の情報公開・理解活動 

   ○ＩＲ（投資家向け広報）の推進  

  

Ⅴ．お客さま志向の徹底 

   ○お客さまの「課題」解決を目指して 

    ・グループを挙げたソリューションサービスの展開 

 



 

 

   ○できるだけ低廉な電気のお届けを目指して 

    ・１９９６年以降、６回にわたり料金改定を実施 

   ○お客さまの声を活かしたサービス向上 

   ○快適な暮らしのご提案、ビジネスのお手伝い 

    ・電化住宅累計戸数１３万戸突破 

   ○各事業所の取り組み 

 

 Ⅵ．従業員活力の維持・向上  

   ○従業員の人格と個性の尊重 

    ・次世代出生祝金制度の導入 

○人材育成の積極的な推進、労働時間の適正管理、良好な労使関係 

○労働安全衛生管理の徹底 

○各事業所の取り組み 

 

Ⅶ．地域共生活動の推進 

   ○地域振興活動の積極展開 

   ○社会とのコミュニケーションの推進 

    ・よんでんグループふれあい旬間の取り組みについて。 

   ○次世代層への支援 

    ・２００７年度エネルギー出前授業回数６８４回、受講者数２.５万人強 

   ○各事業所の取り組み 

 

■ ＣＳＲアクションプラン 

    ＣＳＲ活動を推進するための具体的な活動計画。 

 

 コミュニケーション  

 

 ■ よんでんのコミュニケーション活動 

    皆さまとの様々なコミュニケーション活動を紹介しています。 

・電力アドバイザー懇談会を各地で開催(松山支店の懇談会を紹介)。 

■ 第三者意見 

    当社ＣＳＲの活動内容について、香川大学大学院 地域マネジメント研究科 

井原 理代教授からご意見をいただきました。 

 

 

以 上 




